
(57)【要約】
【課題】優れた抗酸化作用を有する抗酸化剤を提供する。特に体内で有効に抗酸化作用を
発揮する組成物、特に機能性食品〔保健機能食品（特定保健用食品、栄養機能食品）、な
らびに栄養補助食品などの健康食品を含む〕として有用な食品組成物の有効成分となる抗
酸化剤を提供する。
【解決手段】マロツシン酸、マロチン酸およびこれらの塩よりなる群から選択される少な
くとも１つの化合物を有効成分として用いる。または、これら少なくとも１つの化合物を
含む植物抽出物の中から当該化合物を分画する操作を行って得られる植物粗精製物を有効
成分として用いる。
【選択図】なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ
の 化 合 物 を 有 効 成 分 と す る 抗 酸 化 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ
の 化 合 物 を 含 む 植 物 抽 出 物 の 中 か ら 当 該 化 合 物 を 分 画 す る 操 作 を 行 っ て 得 ら れ る 、 植 物 粗
精 製 物 を 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 抗 酸 化 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 す る 抗 酸 化 剤 を 含 む 経 口 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 飲 料 ま た は サ プ リ メ ン ト 形 態 を 有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 す る 経 口 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ 日 摂 取 あ た り の 経 口 組 成 物 中 の マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る
群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 化 合 物 の 含 有 量 が ０ .１ ～ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 体 重 で あ る
、 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 す る 経 口 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 す る 抗 酸 化 剤 を 含 む 化 粧 品 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 優 れ た 抗 酸 化 作 用 を 有 す る 抗 酸 化 剤 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 活 性
酸 素 を 消 去 す る 能 力 に 優 れ る と と も に 、 Ｌ Ｄ Ｌ （ 低 密 度 リ ポ 蛋 白 質 ） の 酸 化 を 抑 制 す る 作
用 を 有 し 、 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 、 食 品 ま た は 化 粧 品 の 機 能 性 成 分 と し て 有 用 な 抗 酸 化 剤 に
関 す る 。 ま た 本 発 明 は 、 か か る 抗 酸 化 剤 の 各 種 用 途 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 活 性 酸 素 に よ る 酸 化 ス ト レ ス が 、 癌 、 炎 症 、 お よ び 各 種 の 生 活 習 慣 病 （ 例 え ば 、
血 栓 症 や 脳 循 環 関 連 の 疾 患 ） の 発 症 に 深 く 関 与 し て い る こ と 、 ま た こ れ が シ ミ や シ ワ の 原
因 と な っ た り 、 老 化 を 早 め る こ と が 知 ら れ る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 生 体 に お い て 適
切 に 酸 化 反 応 を 制 御 す る こ と は 、 健 康 を 維 持 し 、 ま た 若 さ や 美 を 保 つ う え で 大 変 重 要 な こ
と で あ る 。 特 に 、 酸 化 ス ト レ ス の 抑 制 は 、 近 年 増 加 し て い る 生 活 習 慣 病 の 予 防 ま た は 改 善
に 重 要 な 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 近 年 、 抗 酸 化 能 を 有 す る 素 材 が 注 目 を 集 め て い る 。 例 え ば 、 ル チ ン 、 ケ ル セ
チ ン 、 モ リ ン 及 び ミ リ セ チ ン な ど の 各 種 の フ ラ ボ ノ イ ド ； ビ タ ミ ン Ｃ （ ア ス コ ル ビ ン 酸 ）
、 ビ タ ミ ン Ｅ （ ト コ フ ェ ロ ー ル ） な ど の ビ タ ミ ン 類 ； β － カ ロ テ ン 、 ア ス タ キ サ ン チ ン 、
ゼ ア キ サ ン チ ン 、 ク リ プ ト キ サ ン チ ン 、 リ コ ピ ン 、 ル テ イ ン な ど の カ ロ テ ノ イ ド ； セ レ ン
な ど の ミ ネ ラ ル ； コ エ ン ザ イ ム Ｑ １ ０ や α － リ ポ 酸 な ど の 補 酵 素 ； ク ル ク ミ ン 、 ク ロ ロ ゲ
ン 酸 、 タ ン ニ ン な ど の 各 種 の ポ リ フ ェ ノ ー ル 類 な ど に 抗 酸 化 作 用 が あ る こ と が 知 ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 昨 今 の ブ ー ム と も 呼 ば れ る 健 康 志 向 の 高 ま り の な か 、 さ ら に 優 れ た 抗 酸
化 能 を 有 す る 素 材 が 求 め ら れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 目 的 で 、 抗 酸 化 能 を 有 す る 天 然 の 素 材 と し て 、 例 え ば チ ョ ウ ト ウ コ ウ 、 コ ウ ボ ク 、
ア カ メ ガ シ ワ 、 イ チ ョ ウ 、 月 見 草 、 ボ ダ イ ジ ュ 、 セ ン ハ セ キ 、 ギ ョ リ ョ ウ 、 ア セ ン ヤ ク 、
ア マ チ ャ 、 オ ウ ゴ ン 、 キ ナ キ ジ ム シ ロ 、 キ ュ ー カ ン バ ー 、 ク ロ ー バ ー 、 紅 茶 、 白 樺 幹 ス ク
ラ ブ 、 ス イ カ 、 ス テ ビ ア 、 セ イ ヨ ウ ズ タ 、 タ テ ジ ヤ コ ソ ウ 、 チ ョ ウ ジ 、 ナ ナ カ マ ド 、 バ ナ
ナ 、 ヒ キ オ コ シ 、 ヘ イ フ ラ ワ ー 、 マ ー シ ュ テ ィ 、 マ テ 、 メ ロ ン 、 リ ン ゴ 、 ラ ベ ン ダ ー 、 レ
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モ ン 、 籐 茶 、 ジ ユ 、 ゲ ン ノ シ ョ ウ コ 、 エ イ ジ ツ 、 モ モ 、 シ ラ カ バ 、 ケ イ ヒ 、 チ ャ 、 サ ル ビ
ア 、 キ ナ 、 サ ン シ ョ ウ 、 マ ロ ニ エ 、 お よ び ナ タ 等 の 植 物 抽 出 物 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ お よ び ２ 等 参 照 ） 。 し か し こ れ ら の 有 効 成 分 、 す な わ ち 抗 酸 化 能 を 発 揮 す る
成 分 に つ い て は 知 ら れ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ７ ４ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ２ ５ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 活 性 酸 素 を 消 去 す る 能 力 に 優 れ る と と も に 、 Ｌ Ｄ Ｌ （ 低 密 度 リ ポ 蛋 白 質 ） の
酸 化 を 抑 制 す る 作 用 を 有 す る 抗 酸 化 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本
発 明 は 、 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 お よ び 食 品 〔 一 般 食 品 に 加 え て 、 保 健 機 能 食 品 （ 特 定 保 健 用
食 品 、 栄 養 機 能 食 品 ） お よ び 栄 養 補 助 食 品 等 の 健 康 食 品 な ど の 、 い わ ゆ る 機 能 性 食 品 を 含
む 。 以 下 、 同 じ 〕 な ど の 特 に 経 口 組 成 物 な ら び に 化 粧 品 の 素 材 と し て 有 用 な 抗 酸 化 剤 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 本 発 明 は か か る 抗 酸 化 剤 を 有 効 成 分 と す る 医 薬 品 、 医 薬 部
外 品 お よ び 食 品 な ど の 特 に 経 口 組 成 物 、 な ら び に 化 粧 品 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 の 解 決 を 目 指 し て 検 討 を 重 ね て い た と こ ろ 、 植 物 に 含 ま れ る マ
ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 に 、 上 記 目 的 に 適 う 優 れ た 抗 酸 化 能 が あ る こ と を 見 出 し 、 し
か も こ れ ら 化 合 物 の 抗 酸 化 能 は 、 従 来 抗 酸 化 剤 と し て 知 ら れ て い る エ ピ ガ ロ カ テ キ ン ガ レ
ー ト 、 ル チ ン 、 ク エ ル セ チ ン 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 ま た は エ ラ ジ 酸 よ り も 有 意 に 高 い こ と を 確 認
し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 係 る 知 見 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ り 、 下 記 の 態 様 を 包 含 す る も の で あ る
：
（ １ ） 抗 酸 化 剤
（ 1-1） マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と
も １ つ の 化 合 物 を 有 効 成 分 と す る 抗 酸 化 剤 。
（ 1-2） マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と
も １ つ の 化 合 物 を 含 む 植 物 抽 出 物 か ら 、 当 該 化 合 物 を 分 画 す る 操 作 を 行 っ て 得 ら れ る 植 物
粗 精 製 物 を 含 有 す る 項 １ 記 載 の 抗 酸 化 剤 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ２ ） 経 口 組 成 物
（ 2-1） (1-1)ま た は (1-2)に 記 載 す る 抗 酸 化 剤 を 含 む 経 口 組 成 物 。
（ 2-2） 活 性 酸 素 が 関 連 す る 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 す る た め の 医 薬 品 で あ る （ 2-1） 記 載 の
経 口 組 成 物 。
（ 2-3） 動 脈 硬 化 ま た は 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 す る た め の 医 薬 品 で あ る （ 2-1）
記 載 の 経 口 組 成 物 。
（ 2-4） 食 品 で あ る (2-1)記 載 の 経 口 組 成 物 。
（ 2-5） 飲 料 ま た は サ プ リ メ ン ト 形 態 を 有 す る 食 品 で あ る （ 2-4） に 記 載 す る 経 口 組 成 物 。
（ 2-6） １ 日 摂 取 あ た り の 経 口 組 成 物 中 の マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ
り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ つ の 化 合 物 の 含 有 量 が ０ .１ ～ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｋ ｇ 体 重
で あ る 、 （ 2-1） 乃 至 （ 2-5） の い ず れ か に 記 載 す る 経 口 組 成 物 。
（ 2-7） 容 器 に 収 納 さ れ た 食 品 で あ っ て 、 当 該 容 器 ま た は そ の 包 装 物 に 、 効 能 と し て 抗 酸
化 作 用 ま た は 抗 動 脈 硬 化 作 用 が 記 載 さ れ て な る （ 2-4） 乃 至 （ 2-6） の い ず れ か に 記 載 す る
経 口 組 成 物 。
（ 2-8） 特 定 保 健 用 食 品 で あ る （ 2-7)に 記 載 す る 経 口 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ３ ） 化 粧 品 組 成 物
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（ 3-1） (1-1)ま た は (1-2)に 記 載 す る 抗 酸 化 剤 を 含 む 化 粧 品 組 成 物 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 「 抗 酸 化 作 用 」 と は 、 活 性 酸 素 （ 特 に ヒ ド ロ キ シ ル ラ ジ カ ル お
よ び ス ー パ ー オ キ シ ド ア ニ オ ン ） な ど の 酸 化 物 質 の 作 用 を 、 消 去 ま た は 減 弱 さ せ る 作 用 を
意 味 す る 。 特 に 好 ま し く は 生 体 内 に お い て 上 記 酸 化 物 質 の 作 用 を 消 去 ま た は 減 弱 さ せ る 作
用 で あ る 。 ま た 本 明 細 書 に お い て 「 抗 動 脈 硬 化 作 用 」 と は 、 酸 化 ・ 低 密 度 リ ポ 蛋 白 質 （ 酸
化 Ｌ Ｄ Ｌ ） の 生 成 を 抑 制 す る 作 用 に 基 づ い て 、 大 動 脈 粥 状 硬 化 巣 の 発 生 や 動 脈 硬 化 の 進 展
を 抑 制 す る 作 用 を 意 味 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 活 性 酸 素 に よ る 組 織 障 害 に 起 因 す る 疾 患 と し て は 、 従 来 よ り 、 癌 ； 炎 症 ； ア レ ル ギ ー 性
疾 患 ； 動 脈 硬 化 や 虚 血 性 心 疾 患 な ど の 循 環 器 系 疾 患 ； 肺 気 腫 や 喘 息 な ど の 呼 吸 器 系 疾 患 ；
胃 潰 瘍 や 十 二 指 腸 潰 瘍 な ど の 消 化 器 系 疾 患 ； 糖 尿 病 の 合 併 症 お よ び 皮 膚 疾 患 な ど が 知 ら れ
て い る 。 本 発 明 が 提 供 す る 抗 酸 化 剤 の 有 効 成 分 は 、 か ね て よ り 薬 用 植 物 と し て 食 経 験 の あ
る 植 物 素 材 に 含 ま れ て い る 成 分 で あ り 、 経 験 的 に 安 全 性 が 確 認 さ れ て い る も の で あ る 。 従
っ て 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 日 常 の 生 活 に お い て 継 続 的 に 服 用 す る こ と が で き 、 こ れ に よ
り 、 活 性 酸 素 が 関 連 す る 上 記 各 種 疾 患 や 老 化 の 予 防 ま た は 改 善 効 果 を 期 待 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 活 性 を 有 し て い る こ と か ら 、 動 脈 硬 化 、 特 に
ア テ ロ ー ム 性 の 動 脈 硬 化 の 進 展 を 抑 制 し 、 動 脈 硬 化 に 起 因 す る 各 種 の 疾 患 （ 動 脈 硬 化 性 疾
患 ） を 予 防 ま た は 改 善 す る 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 そ の 抗 酸 化 能 に 基 づ い て 活 性 酸 素 が 関 連 す る 皮 膚 へ の ダ メ
ー ジ （ シ ミ や シ ワ な ど ） を 予 防 ま た は 改 善 す る こ と が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
（ １ ） 抗 酸 化 剤
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 よ り な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く
と も １ つ の 化 合 物 を 有 効 成 分 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で マ ロ チ ン 酸 （ mallotinic acid： C 3 4 H 2 6 O 2 3 ： M.W.802） は 、 下 式 に 示 す よ う に 、
Ｄ － グ ル コ ピ ラ ノ ー ス の １ 位 に 没 食 子 酸 が 、 ま た 3,6位 に （ ＋ ） -バ ロ ネ ア 酸 （ valoneic a
cid） が そ れ ぞ れ エ ス テ ル 結 合 し た 構 造 を 有 す る 化 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た マ ロ ツ シ ン 酸 （ mallotusinic　 acid： C 4 8 H 3 2 O 3 2 ： M.W.1120） は 、 下 式 に 示 す よ う
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に 、 上 記 マ ロ チ ン 酸 の グ ル コ ー ス の 2,4-位 に デ ヒ ド ロ ヘ キ サ ヒ ド ロ キ シ ビ フ ェ ニ ル -2,2’
-ジ カ ル ボ ニ ル 基 が エ ス テ ル 結 合 し 、 水 和 ヘ ミ ア セ タ ー ル を 形 成 し て な る 化 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら の 化 合 物 は 、 通 常 、 マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 を 含 む 植 物 か ら 単 離 取 得 す る
こ と が で き る 。 な お 、 後 述 す る よ う に 、 マ ロ チ ン 酸 は マ ロ ツ シ ン 酸 を 原 料 と し て 調 製 す る
こ と が で き る の で 、 好 ま し く は 少 な く と も マ ロ ツ シ ン 酸 を 含 む 植 物 で あ る 。 マ ロ ツ シ ン 酸
を 含 む 植 物 と し て は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 ト ウ ダ イ グ サ 科 （ Euphorbiaceae） に 属 す る
植 物 、 具 体 的 に は シ ナ ア ブ ラ ギ リ （ Aleurites fordii Hemsl.） 、 ア カ メ ガ シ ワ （ Mallotu
s japonicus Muell. Arg.） 、 ク ス ノ ハ ガ シ ワ （ Mallotus philipnesis Muell. Arg.） 、
オ オ ベ ニ ガ シ ワ （ Alchornea trewioides Muell. Arg.） 、 ト ウ ゴ マ （ Ricinus communis L
.） 、 ナ ン キ ン ハ ゼ （ Triadica sebifera Small） 、 ハ ナ キ リ ン （ Euphorbiea milii Des. 
Moul. Var. splendens Boj.） 、 ト ウ ダ イ グ サ （ Euphorbiea helioscopia Linn.） 、 イ ワ
タ イ ゲ キ （ Euphorbiea jolkinii Boiss） 、 タ カ ト ウ ダ イ （ Euphorbiea pekinensis Rupr.
） 、 オ オ ニ シ キ ソ ウ （ Euphorbiea maculata Linn.） 、 コ ニ シ キ ソ ウ （ Euphorbiea supina
 Rafin.） 、 お よ び ニ シ キ ソ ウ （ Euphorbiea pseudochamaesyce Fisch.） を 例 示 す る こ と
が で き る （ T. Okuda, et al., Phytochemistry, 19, 547 (1980)） 。 好 ま し く は ア カ メ ガ
シ ワ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 マ ロ ツ シ ン 酸 の 単 離 は 、 制 限 さ れ な い が 、 通 常 、 マ ロ ツ シ ン 酸 を 含 む 植 物 の 溶 媒 抽 出 物
を 原 料 と し て 、 慣 用 の 単 離 精 製 方 法 を 用 い て 行 う こ と が で き る 。 マ ロ ツ シ ン 酸 を 含 む 植 物
の 溶 媒 抽 出 物 は 、 当 該 植 物 の 全 草 、 或 い は マ ロ ツ シ ン 酸 を 含 む 部 位 （ 例 え ば 、 花 、 芽 、 葉
、 茎 、 枝 、 枝 先 、 根 、 根 茎 、 及 び 種 子 等 ） を そ の ま ま 或 い は 必 要 に 応 じ て 、 乾 燥 、 細 切 、
破 砕 、 圧 搾 、 煮 沸 或 い は 発 酵 処 理 し た も の を 冷 水 、 熱 水 若 し く は 有 機 溶 剤 、 あ る い は 水 と
有 機 溶 剤 の 混 合 液 等 の 抽 出 溶 媒 で 抽 出 す る こ と に よ り 取 得 す る こ と が で き る 。 こ の 抽 出 に
使 用 さ れ る 有 機 溶 媒 と し て は 、 例 え ば メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 プ ロ
ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 １ ， ３ － ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ア セ ト ン 、 酢 酸 エ チ ル 、 ク ロ ロ ホ ル ム
、 ペ ン タ ン 、 ヘ キ サ ン 、 ヘ プ タ ン 等 の 単 独 或 い は ２ 種 以 上 の 組 み 合 わ せ を 挙 げ る こ と が で
き る 。 上 記 抽 出 溶 媒 の 中 で 、 好 ま し く は 、 熱 水 ； メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ
ー ル 等 の 低 級 ア ル コ ー ル ； あ る い は 水 と 低 級 ア ル コ ー ル の 混 合 液 ま た は 水 と ア セ ト ン の 混
合 液 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 か く し て 得 ら れ る 溶 媒 抽 出 物 は 、 そ の ま ま 、 ま た は 必 要 に 応 じ て 濃 縮 し て 、 マ ロ ツ シ ン
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酸 の 単 離 精 製 操 作 に 供 す る こ と が で き る 。 単 離 精 製 操 作 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 固 液 分 離 、
溶 媒 抽 出 、 塩 析 、 透 析 、 酸 析 、 再 結 晶 、 溶 媒 分 画 法 、 活 性 炭 処 理 法 、 各 種 の 樹 脂 処 理 法 （
ゲ ル 濾 過 法 、 イ オ ン 交 換 法 、 吸 着 法 ） お よ び 膜 処 理 法 （ 限 外 濾 過 膜 処 理 法 、 逆 浸 透 膜 処 理
法 、 イ オ ン 交 換 膜 処 理 法 、 ゼ ー タ 電 位 膜 処 理 法 ） な ど の 各 種 の 慣 用 の 操 作 を 組 み 合 わ せ て
行 う こ と が で き る 。 な お 、 マ ロ ツ シ ン 酸 は 波 長 254nmに お け る 吸 収 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル 陽 性
反 応 （ Folin-Ciocalteu） お よ び HPLCプ ロ フ ァ イ ル （ Takuo Okuda， et al., Journal of C
hromatography, 171 (1979)　 p.316） を 指 標 と し て 分 画 単 離 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に
は 、 そ の 単 離 精 製 方 法 お よ び そ の 物 性 を 調 製 例 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 マ ロ チ ン 酸 は 、 上 記 方 法 で 得 ら れ る マ ロ ツ シ ン 酸 か ら 調 製 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に
は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 を ０ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン と 縮 合 し （ フ ェ ナ ジ ン 誘 導 体 ） 、 次 い で こ れ
を 沸 騰 水 中 で 加 水 分 解 し て 難 溶 性 分 解 産 物 （ 暗 赤 色 結 晶 ） を 析 出 除 去 し 、 得 ら れ た 母 液 か
ら 易 溶 性 の 分 解 産 物 を 単 離 す る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と が で き る 。 か か る 操 作 も 、 特 に
制 限 さ れ ず 、 各 種 の 慣 用 の 単 離 精 製 操 作 を 組 み 合 わ せ て 行 う こ と が で き る 。 な お 、 マ ロ チ
ン 酸 も 、 波 長 254nmに お け る 吸 収 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル 陽 性 反 応 （ Folin-Ciocalteu） お よ び HP
LCプ ロ フ ァ イ ル （ Takuo Okuda， et al., Journal of Chromatography, 171 (1979) p.316
） を 指 標 と し て 分 画 単 離 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 マ ロ チ ン 酸 の 調 製 方 法 お よ び そ
の 物 性 を 調 製 例 ２ に 示 す 。 な お 、 マ ロ チ ン 酸 は 、 実 施 例 １ に 記 載 す る よ う に 、 ア カ メ ガ シ
ワ 抽 出 物 か ら 直 接 単 離 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 は 、 塩 の 形 態 を 有 す る こ と も で き る 。 か か る 塩
と し て は 、 例 え ば 酸 付 加 塩 、 金 属 塩 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 有 機 ア ミ ン 付 加 塩 、 ア ミ ノ 酸 付 加
塩 な ど が 挙 げ ら れ る 。 酸 付 加 塩 と し て は 、 塩 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 リ ン 酸 塩 等 の 無 機 酸 塩 、 酢 酸
塩 、 マ レ イ ン 酸 塩 、 フ マ ル 酸 塩 、 酒 石 酸 塩 、 ク エ ン 酸 塩 、 乳 酸 塩 な ど の 有 機 酸 塩 を ； 金 属
塩 と し て は 、 リ チ ウ ム 塩 、 ナ ト リ ウ ム 塩 ま た は カ リ ウ ム 塩 な ど の ア ル カ リ 金 属 、 マ グ ネ シ
ウ ム 塩 や カ ル シ ウ ム 塩 な ど の ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 、 ア ル ミ ニ ウ ム 塩 、 亜 鉛 塩 等 を ； ア ン モ
ニ ウ ム 塩 と し て は 、 ア ン モ ニ ウ ム 、 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 等 を ； 有 機 ア ミ ン 付 加 塩 と
し て は 、 モ ル ホ リ ン 、 ピ ペ リ ジ ン 等 の 付 加 を ； ア ミ ノ 酸 付 加 塩 と し て は 、 グ リ シ ン 、 フ ェ
ニ ル ア ラ ニ ン 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 、 グ ル タ ミ ン 酸 、 リ ジ ン 等 の 付 加 塩 を 例 示 す る こ と が で き
る 。 さ ら に ま た マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 は 、 水 和 物 の 形 態 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 ま た は こ れ ら の 塩 を １ 種 単 品 で 含 有 す
る も の で あ っ て も よ い し 、 ま た ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 含 有 す る も の で あ っ て も よ い 。 好
ま し く は も っ と も 抗 酸 化 能 に 優 れ た マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は そ の 塩 単 品 、 ま た は マ ロ ツ シ ン 酸
（ 若 し く は そ の 塩 ） と マ ロ チ ン 酸 （ 若 し く は そ の 塩 ） と の 組 み 合 わ せ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 に 配 合 さ れ る マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 ま た は こ れ ら の 塩 は 、 各 々 精
製 さ れ た も の で も よ い が 、 そ れ に 限 定 さ れ ず 、 上 記 植 物 抽 出 物 か ら 得 ら れ る 粗 精 製 物 （ 植
物 粗 精 製 物 ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 植 物 粗 精 製 物 と は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 お よ び こ れ ら の 塩 よ り な る 群 か ら
選 択 さ れ る １ ま た は ２ 以 上 の 目 的 化 合 物 を 含 有 す る 植 物 の 溶 媒 抽 出 物 （ 植 物 抽 出 物 ） を 原
料 と し て 、 当 該 植 物 抽 出 物 か ら 、 上 記 １ ま た は ２ 以 上 の 目 的 化 合 物 （ マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は
／ お よ び マ ロ チ ン 酸 ） を 分 画 す る 操 作 （ 選 別 操 作 ） を 行 っ て 得 ら れ る 目 的 化 合 物 含 有 画 分
で あ る 。 植 物 抽 出 物 か ら マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は ／ お よ び マ ロ チ ン 酸 を 分 画 す る 操 作 と し て は
、 特 に 制 限 さ れ ず 、 固 液 分 離 、 溶 媒 抽 出 、 塩 析 、 透 析 、 酸 析 、 再 結 晶 、 溶 媒 分 画 法 、 活 性
炭 処 理 法 、 各 種 の 樹 脂 処 理 法 （ ゲ ル 濾 過 法 、 イ オ ン 交 換 法 、 吸 着 法 ） ま た は 膜 処 理 法 （ 限
外 濾 過 膜 処 理 法 、 逆 浸 透 膜 処 理 法 、 イ オ ン 交 換 膜 処 理 法 、 ゼ ー タ 電 位 膜 処 理 法 ） な ど の 各
種 慣 用 の 操 作 を 挙 げ る こ と が で き 、 こ れ ら を １ 種 ま た は ２ 種 以 上 組 み 合 わ せ て 行 う こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 は い ず れ も 水 に 対 す る 溶 解 性 が 高 い と い う 性 質 を 有 し て
い る 。 こ の た め 、 水 へ の 相 溶 性 の 違 い を 利 用 し た 任 意 の 操 作 に よ り 、 水 へ の 溶 解 性 の 低 い
成 分 （ 水 低 溶 解 性 成 分 ） を 除 去 す る こ と に よ り 、 マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 を 高 い 割
合 で 含 有 す る 画 分 を 取 得 す る こ と が で き る 。 か か る 水 低 溶 解 性 成 分 の 除 去 方 法 と し て は 、
溶 媒 抽 出 方 法 、 低 温 沈 殿 処 理 、 お よ び 極 性 の 違 い を 利 用 し た 逆 相 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー な ど
を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 中 に 含 ま れ る マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 ま た は こ れ ら の 塩 の 割 合 は 、
当 該 抗 酸 化 剤 が 抗 酸 化 能 を 発 揮 す る 限 り に お い て 特 に 制 限 さ れ な い 。 ま た 上 記 化 合 物 （ 単
品 ま た は 混 合 物 ） だ け か ら な る も の で あ っ て も よ い 。 マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 ま た は こ
れ ら の 塩 の 含 有 量 と し て 、 具 体 的 に は 、 乾 燥 重 量 に 換 算 し て 総 量 と し て ０ .０ ０ ５ 重 量 ％
以 上 の 割 合 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 後 述 す る よ う に 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 が 医 薬 品 、 医 薬 部 外 品 も し く は 食 品 な ど の 特 に 経 口 組
成 物 、 ま た は 化 粧 品 の 有 効 成 分 ま た は 機 能 性 成 分 と し て 使 用 さ れ る こ と を 考 慮 す れ ば 、 マ
ロ ツ シ ン 酸 の 含 有 量 と し て は １ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ 、 マ ロ チ ン 酸 は ５ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ （ い ず
れ も 乾 燥 重 量 換 算 ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 そ の 形 状 も 特 に 制 限 さ れ な い 。 例 え ば 、 粉 末 状 、 顆 粒 状 、 錠 剤 状
、 丸 剤 状 、 乳 剤 状 、 液 状 、 懸 濁 液 状 、 濃 縮 エ キ ス 、 乾 燥 エ キ ス な ど を 例 示 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 そ の 有 効 成 分 と し て 含 ま れ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 が 有
す る 高 い 抗 酸 化 能 に 基 づ い て 、 優 れ た 抗 酸 化 作 用 を 有 す る 。 特 に フ リ ー ラ ジ カ ル 消 去 能 お
よ び ス ー パ ー オ キ シ ド 消 去 能 に 優 れ て お り 、 生 体 内 に お け る 活 性 酸 素 の 消 去 ま た は 減 弱 に
有 効 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 が 有 す る 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 能 に 基
づ い て 、 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 作 用 を 有 す る 。 粥 状 （ ア テ ロ ー ム ） 動 脈 硬 化 病 変 は 、 脂 肪 の 過 酸 化
に 伴 っ て 生 じ る 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ が マ ク ロ フ ァ ー ジ に 取 り 込 ま れ て 泡 沫 細 胞 化 を き た す こ と に よ
っ て 生 じ る こ と が 知 ら れ て い る 。 よ っ て 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 に よ れ ば 、 か か る 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ
の 生 成 を 抑 制 し て 粥 状 動 脈 硬 化 病 変 の 発 生 を 抑 え 、 動 脈 硬 化 、 特 に ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化
へ の 進 展 を 抑 制 す る 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の た め 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 医 薬 組 成 物 、 特 に 活 性 酸 素 が 原 因 と な る 各 種 の 疾 患 の
予 防 ま た は 改 善 剤 の 有 効 成 分 と し て 、 ま た は 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ が 原 因 と な る 疾 患 、 具 体 的 に は 動
脈 硬 化 お よ び こ れ に 関 連 す る 疾 患 （ 動 脈 硬 化 性 疾 患 ） の 予 防 ま た は 改 善 剤 の 有 効 成 分 と し
て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 そ の 有 効 成 分 （ マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 ） が 、 従 来 よ り 薬
用 植 物 と し て 食 経 験 の あ る 植 物 に 含 ま れ て い る 成 分 で あ る た め 、 食 品 へ の 適 用 が 可 能 で あ
る 。 前 述 す る よ う に 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 優 れ た 活 性 酸 素 消 去 能 と 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 活 性 を
有 し て い る た め 、 食 品 組 成 物 、 特 に 活 性 酸 素 が 原 因 と な る 各 種 の 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 、
ま た は 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ が 原 因 と な る 動 脈 硬 化 ま た は 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 に 有 効 な
食 品 組 成 物 の 機 能 性 成 分 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の 活 性 酸 素 消 去 能 に 基 づ い
て 、 活 性 酸 素 に よ る ダ メ ー ジ （ シ ミ 、 シ ワ 、 た る み な ど の 老 化 ） か ら 皮 膚 を 防 御 す る こ と
が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 化 粧 品 組 成 物 、 特 に シ ミ や シ ワ 抑 制 ま た は ア
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ン チ エ イ ジ （ 抗 老 化 ） 効 果 を 有 す る 化 粧 品 組 成 物 の 有 効 成 分 と し て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ２ ） 医 薬 品 お よ び 医 薬 部 外 品
　 本 発 明 の 医 薬 品 お よ び 医 薬 部 外 品 は 、 前 述 す る 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 を 、 抗 酸 化 作 用 を 発 揮
す る 有 効 量 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 が 対 象 と す る 医 薬 品 お よ び 医 薬 部 外 品 は 、
好 ま し く は 経 口 的 に 投 与 さ れ る も の で あ り 、 そ の 意 味 で い ず れ も 本 発 明 で い う 経 口 組 成 物
に 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 医 薬 品 ま た は 医 薬 部 外 品 の 調 製 に 際 し て 、 前 述 す る 抗 酸 化 剤 は 、 各 種 の 経 口 投 与 形 態 を
有 す る 製 剤 と す る こ と が で き る 。 か か る 経 口 投 与 形 態 と し て は 、 上 記 抗 酸 化 剤 を 水 、 ア ル
コ ー ル （ 例 え ば 、 エ タ ノ ー ル ） 、 ま た は そ の 他 の 溶 媒 に 溶 解 若 し く は 分 散 し た 溶 液 形 態 （
乳 剤 状 、 液 剤 状 ま た は シ ロ ッ プ 状 な ど の ド リ ン ク 形 態 ） 、 ま た は 公 知 の 方 法 に よ り 調 製 ・
成 型 さ れ た 固 体 形 態 （ 散 剤 状 、 顆 粒 状 、 錠 剤 状 、 丸 剤 状 、 カ プ セ ル 剤 状 、 チ ュ ア ブ ル 剤 状
な ど ） を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ ら の 製 剤 は 、 上 記 抗 酸 化 剤 の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 、 マ ロ チ ン 酸 ま た は こ れ
ら の 塩 に 加 え て 、 各 種 投 与 形 態 に 応 じ て 、 薬 学 的 に 許 容 さ れ る 担 体 や 添 加 剤 が 配 合 さ れ て
い て も よ い 。 例 え ば 、 固 体 形 態 の 製 剤 を 調 製 す る 場 合 の 賦 形 剤 と し て は 、 乳 糖 、 シ ョ 糖 、
ブ ド ウ 糖 、 コ ー ン ス タ ー チ 、 ゼ ラ チ ン 、 澱 粉 、 デ キ ス ト リ ン 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 炭 酸 カ
ル シ ウ ム 、 合 成 な ら び に 天 然 の ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 乾 燥 水 酸 化 ア ル
ミ ニ ウ ム 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、 乾 燥 酵 母 が 例 示 さ れ る 。 ま た
、 溶 液 形 態 の 製 剤 を 調 製 す る 場 合 の 賦 形 剤 と し て は 、 水 、 グ リ セ リ ン 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ
ー ル 、 単 シ ロ ッ プ 、 エ タ ノ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ソ ル ビ
ト ー ル 等 が 例 示 さ れ る 。 ま た 、 こ れ ら の 製 剤 は 、 所 望 に よ り ク エ ン 酸 、 リ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸
又 は そ の 塩 類 な ど の 安 定 化 剤 ； ス ク ラ ロ ー ス 、 ア セ ス ル フ ァ ム カ リ ウ ム な ど の 高 甘 味 度 甘
味 料 や シ ョ 糖 、 果 糖 な ど の 甘 味 剤 ； ア ル コ ー ル 類 、 グ リ セ リ ン な ど の 防 腐 剤 ； 粘 滑 剤 、 希
釈 剤 、 緩 衝 剤 、 着 香 剤 及 び 着 色 剤 の よ う な 通 常 の 添 加 剤 と 混 合 さ れ て い て も よ く 、 常 法 又
は そ の 他 の 適 切 な 方 法 で 、 散 剤 、 顆 粒 剤 、 錠 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 チ ュ ア ブ ル 剤 、 乳 剤 、 液 剤
ま た は シ ロ ッ プ 剤 等 の 各 種 の 経 口 投 与 形 態 の 製 剤 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 は 、 軟 膏 、 ク リ ー ム ま た は 外 用 液 等 の 形 態 を 有 す る 外 用 剤 （ 医
薬 品 、 医 薬 部 外 品 ） と し て 調 製 す る こ と も で き る 。 外 用 剤 の 調 製 に は 、 上 記 本 発 明 の 抗 酸
化 剤 に 加 え て 、 外 用 剤 の 形 態 に 応 じ た 各 種 の 基 剤 、 例 え ば 精 製 水 、 低 級 ア ル コ ー ル 、 多 価
ア ル コ ー ル 、 油 脂 、 界 面 活 性 剤 、 増 粘 剤 、 着 色 剤 、 防 腐 剤 、 香 料 等 を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ う し た 医 薬 品 お よ び 医 薬 部 外 品 、 特 に 経 口 投 与 形 態 を 有 す る 製 剤 は 、 抗 酸 化 剤 を 、 そ
の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の 量 （ 総 量 ） に 換 算 し て 、 一 日 投 与 単 位
あ た り ０ .１ ～ ５ ０ mg/kg体 重 を 目 処 と し て 、 通 常 １ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 で 含 有 す る よ う
に 製 剤 化 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 好 ま し く は 一 日 投 与 単 位 あ た り ０ .２ ～ ２ ０ mg/kg体 重 を
目 処 と し て 、 ２ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 で 含 有 す る よ う に 製 剤 化 さ れ る 。 か か る 用 量 は 、 本
発 明 の 医 薬 品 ま た は 医 薬 部 外 品 を 服 用 す る 人 の 健 康 状 態 、 投 与 方 法 及 び 他 の 剤 （ ま た は 食
品 成 分 ） と の 組 み 合 わ せ な ど の 種 々 の 因 子 に 応 じ て 適 宜 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 活 性 酸 素 に よ る 組 織 障 害 に 起 因 す る 疾 患 と し て は 、 癌 、 炎 症 、 ア レ ル ギ ー 性 疾 患 、 動 脈
硬 化 や 虚 血 性 心 疾 患 な ど の 循 環 器 系 疾 患 ； 肺 気 腫 や 喘 息 な ど の 呼 吸 器 系 疾 患 ； 胃 潰 瘍 や 十
二 指 腸 潰 瘍 な ど の 消 化 器 系 疾 患 ； 糖 尿 病 の 合 併 症 ； お よ び 顔 面 色 素 異 常 沈 着 症 (し み 、 そ
ば か す )等 の 皮 膚 疾 患 な ど が 知 ら れ て い る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 医 薬 組 成 物 は 、 そ の 抗 酸
化 作 用 に よ り 、 活 性 酸 素 に よ る 組 織 障 害 に 起 因 す る 上 記 各 種 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 に 有 効
に 使 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 粥 状 動 脈 硬 化 病 変 は 、 脂 肪 の 酸 化 に 伴 っ て 生 じ る 酸 化 Ｌ Ｄ Ｌ （ 酸 化 低 密 度 リ ポ 蛋 白
質 ） が マ ク ロ フ ァ ー ジ に 取 り 込 ま れ て 泡 沫 細 胞 化 を 来 す こ と に よ っ て 生 じ る 。 こ の た め 本
発 明 の 医 薬 組 成 物 は 、 そ の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 抑
制 作 用 に よ り 、 動 脈 硬 化 （ 特 に ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 ） の 進 展 の 抑 制 ま た は 改 善 、 な ら び
に 動 脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 の 予 防 ま た は 改 善 に 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 動 脈 硬 化 性 疾 患 と は 、 動 脈 硬 化 に 起 因 し て 発 症 す る 疾 患 を 意 味 す る 。 よ り 詳 細 に
は 、 動 脈 硬 化 性 疾 患 は 、 動 脈 が 、 弾 力 性 を 失 っ て 硬 く な っ た り 、 内 部 沈 着 の た め 内 腔 が 狭
窄 ま た は 閉 塞 し た り 、 動 脈 壁 が 部 分 的 ま た は 全 体 が 拡 張 し た り （ 動 脈 瘤 、 拡 張 症 ） 、 内 膜
に 亀 裂 が 入 り 中 膜 が 裂 け た り （ 解 離 ） ま た 破 裂 （ 出 血 ） す る こ と に よ り 、 組 織 や 臓 器 全 体
に 血 行 障 害 を 起 こ す 疾 患 の 総 称 で あ る 。 か か る 疾 患 と し て 、 具 体 的 に は 、 脳 梗 塞 や 脳 出 血
（ 脳 動 脈 ） 、 心 筋 梗 塞 や 狭 心 症 等 の 虚 血 性 心 疾 患 （ 冠 動 脈 ） 、 大 動 脈 瘤 や 大 動 脈 解 離 （ 大
動 脈 ） 、 腎 硬 化 症 や そ れ に よ る 腎 不 全 （ 腎 動 脈 ） 、 お よ び 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症 （ 末 梢 動 脈 ）
を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ３ ） 食 品
　 本 発 明 の 食 品 は 、 前 述 の 抗 酸 化 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 食 品 は 口 か ら 摂 取 さ れ
る も の で あ る か ら 、 本 発 明 で い う 経 口 組 成 物 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 食 品 は 、 前 述 の 抗 酸 化 剤 の ま ま 、 又 は こ れ に 食 品 に 通 常 用 い ら れ て い る 賦 形 剤
ま た は 添 加 剤 を 配 合 し て 、 錠 剤 、 丸 剤 、 顆 粒 剤 、 散 剤 、 粉 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 水 和 剤 、 乳 剤
、 液 剤 、 エ キ ス 剤 、 ま た は エ リ キ シ ル 剤 等 の 剤 型 に 、 公 知 の 手 法 に て 製 剤 化 す る こ と も で
き る 。 好 ま し い 剤 型 は 錠 剤 、 丸 剤 、 顆 粒 剤 、 散 剤 、 粉 剤 お よ び カ プ セ ル 剤 な ど の 固 形 投 与
形 態 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 顆 粒 剤 、 ま た は 錠 剤 や 丸 剤 等 の 圧 縮 成 型 さ れ た 剤 型 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 食 品 に 通 常 用 い ら れ る 賦 形 剤 と し て は 、 例 え ば 、 結 合 剤 （ 例 え ば 、 シ ロ ッ プ 、 ア ラ ビ ア
ゴ ム 、 シ ョ 糖 、 乳 糖 、 粉 末 還 元 麦 芽 糖 、 セ ル ロ ー ス 糖 、 マ ン ニ ト ー ル 、 マ ル チ ト ー ル 、 デ
キ ス ト ラ ン 、 デ ン プ ン 類 、 ゼ ラ チ ン 、 ソ ル ビ ッ ト 、 ト ラ ガ ン ト 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン な
ど ） 、 滑 沢 剤 （ 例 え ば 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 グ リ セ リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 ス テ ア リ ン
酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 ス テ ア リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ） 、 崩 壊 剤
（ 例 え ば 、 ジ ャ ガ イ モ 澱 粉 ） 、 湿 潤 剤 （ 例 え ば 、 ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム ） 、 固 結 防 止 剤
（ 例 え ば シ リ カ ） 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 添 加 剤 と し て は 、 香 料 、 緩 衝 剤 、 増 粘 剤 、 着
色 剤 、 安 定 剤 、 乳 化 剤 、 分 散 剤 、 懸 濁 化 剤 、 防 腐 剤 な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 食 品 の 摂 取 量 は 、 摂 取 者 の 性 別 、 体 重 、 年 齢 、 症 状 な ど の 種 々 の 条 件 に 応 じ て
適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 １ 日 あ た り の 摂 取 量 が 、 マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ
ン 酸 の 量 （ 総 量 ） に 換 算 し て 、 ０ .１ ～ ５ ０ mg/kg体 重 を 目 処 と し て 、 通 常 １ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ
ｇ の 範 囲 に な る よ う な 割 合 を 挙 げ る こ と が で き る 。 好 ま し く は １ 日 あ た り の 摂 取 量 ０ .２
～ ２ ０ mg/kg体 重 を 目 処 と し て 、 ２ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 と な る よ う な 割 合 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 が 対 象 と す る 食 品 に は 、 上 記 製 剤 形 態 を 有 す る サ プ リ メ ン ト 〔 保 健 機 能 食
品 （ 特 定 保 健 用 食 品 、 栄 養 機 能 食 品 ） お よ び 栄 養 補 助 食 品 な ど の い わ ゆ る 健 康 食 品 も 含 ま
れ る 〕 に 加 え て 、 前 記 抗 酸 化 剤 を 、 飲 食 物 の 製 造 原 料 の 一 つ と し て 用 い て 調 製 さ れ る 食 品
〔 一 般 食 品 （ 健 康 食 品 を 含 む ） の ほ か 、 保 健 機 能 食 品 （ 特 定 保 健 用 食 品 、 栄 養 機 能 食 品 ）
も 含 ま れ る 〕 も 含 ま れ る 。
こ こ で 食 品 の 種 類 は 特 に 制 限 さ れ ず 、 飲 料 （ 乳 飲 料 、 乳 酸 菌 飲 料 、 果 汁 入 り 清 涼 飲 料 、 炭
酸 飲 料 、 果 汁 飲 料 、 野 菜 飲 料 、 野 菜 ・ 果 実 飲 料 、 ア ル コ ー ル 飲 料 、 コ ー ヒ ー 飲 料 、 粉 末 飲
料 、 ス ポ ー ツ 飲 料 、 サ プ リ メ ン ト 飲 料 、 紅 茶 飲 料 、 緑 茶 、 ゼ リ ー 入 り 飲 料 、 ブ レ ン ド 茶 等
の 茶 飲 料 等 ） 、 菓 子 類 〔 カ ス タ ー ド プ リ ン 、 ミ ル ク プ リ ン 、 果 汁 入 り プ リ ン 等 の プ リ ン 類
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、 ゼ リ ー 、 バ バ ロ ア 及 び ヨ ー グ ル ト 等 の デ ザ ー ト 類 ； ミ ル ク ア イ ス ク リ ー ム 、 果 汁 入 り ア
イ ス ク リ ー ム 及 び ソ フ ト ク リ ー ム 、 ア イ ス キ ャ ン デ ィ ー 等 の 冷 菓 類 ； チ ュ ー イ ン ガ ム や 風
船 ガ ム 等 の ガ ム 類 （ 板 ガ ム 、 糖 衣 状 粒 ガ ム ） ； マ ー ブ ル チ ョ コ レ ー ト 等 の コ ー テ ィ ン グ チ
ョ コ レ ー ト の 他 、 イ チ ゴ チ ョ コ レ ー ト 、 ブ ル ー ベ リ ー チ ョ コ レ ー ト 及 び メ ロ ン チ ョ コ レ ー
ト 等 の 風 味 を 付 加 し た チ ョ コ レ ー ト 等 の チ ョ コ レ ー ト 類 ； ハ ー ド キ ャ ン デ ィ ー （ ボ ン ボ ン
、 バ タ ー ボ ー ル 、 マ ー ブ ル 等 を 含 む ） 、 ソ フ ト キ ャ ン デ ィ ー （ キ ャ ラ メ ル 、 ヌ ガ ー 、 グ ミ
キ ャ ン デ ィ ー 、 マ シ ュ マ ロ 等 を 含 む ） 、 ド ロ ッ プ 、 タ フ ィ 等 の キ ャ ラ メ ル 類 ； ハ ー ド ビ ス
ケ ッ ト 、 ク ッ キ ー 、 お か き 、 煎 餅 等 の 焼 き 菓 子 類 〕 、 パ ン 類 、 ス ー プ 類 （ コ ン ソ メ ス ー プ
、 ポ タ ー ジ ュ ス ー プ 等 ） 、 魚 肉 加 工 品 （ 魚 肉 ハ ム 、 魚 肉 ソ ー セ ー ジ 、 魚 肉 す り 身 、 蒲 鉾 、
竹 輪 、 は ん ぺ ん 、 薩 摩 揚 げ 、 伊 達 巻 き 、 鯨 ベ ー コ ン な ど ） 、 畜 肉 加 工 品 （ ハ ム 、 ソ ー セ ー
ジ 、 焼 き 豚 等 の ） 、 麺 類 （ う ど ん 、 冷 麦 、 そ う め ん 、 ソ バ 、 中 華 そ ば 、 ス パ ゲ ッ テ ィ 、 マ
カ ロ ニ 、 ビ ー フ ン 、 は る さ め 及 び ワ ン タ ン 等 ） 、 ソ ー ス 類 （ セ パ レ ー ト ド レ ッ シ ン グ 、 ノ
ン オ イ ル ド レ ッ シ ン グ 、 ケ チ ャ ッ プ 、 た れ 、 ソ ー ス ） 、 総 菜 な ど を 例 示 す る こ と が で き る
。 中 で も 継 続 的 に 摂 取 す る と い う 観 点 か ら 、 よ り 好 ま し く は 飲 料 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 特 に 飲 料 の 形 態 に 調 製 す る 場 合 は 、 １ ０ ０ ｍ Ｌ 容 量 あ た り の マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ
ン 酸 の 量 （ 総 量 ） が １ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ 、 好 ま し く は ５ ～ ５ ０ ０ ｍ ｇ 、 よ り 好 ま し く は １ ０
～ ２ ０ ０ ｍ ｇ の 割 合 と な る よ う に 、 抗 酸 化 剤 を 配 合 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 食 品 組 成 物 は 、 そ の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の 抗 酸 化 作
用 に よ り 、 紫 外 線 、 生 体 内 食 細 胞 、 放 射 線 、 化 学 物 質 、 タ バ コ 、 ス ト レ ス 等 に よ り 必 要 以
上 に 生 じ た 活 性 酸 素 が 関 わ る と さ れ て い る 各 種 疾 患 、 例 え ば 、 癌 、 炎 症 、 ア レ ル ギ ー 性 疾
患 、 動 脈 硬 化 や 虚 血 性 心 疾 患 な ど の 循 環 器 系 疾 患 ； 肺 気 腫 や 喘 息 な ど の 呼 吸 器 系 疾 患 ； 胃
潰 瘍 や 十 二 指 腸 潰 瘍 な ど の 消 化 器 系 疾 患 ； 糖 尿 病 の 合 併 症 ； お よ び 顔 面 色 素 異 常 沈 着 症 (
し み 、 そ ば か す )等 の 皮 膚 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 に 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、
本 発 明 の 食 品 は 、 そ の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 抑 制 作
用 に よ り 、 動 脈 硬 化 （ 特 に ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 ） の 進 展 の 抑 制 ま た は 改 善 、 な ら び に 動
脈 硬 化 性 疾 患 の 発 症 の 予 防 ま た は 改 善 に 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の た め 本 発 明 の 食 品 に は 、 一 般 食 品 の ほ か 、 抗 酸 化 作 用 ま た は 抗 動 脈 硬 化 作 用 （ 動 脈
硬 化 の 進 展 抑 制 作 用 ） を 効 能 と し 、 そ の 特 定 の 保 健 用 途 で 使 用 さ れ る 食 品 が 含 ま れ る 。 か
か る 食 品 と し て 特 定 保 健 用 食 品 ま た は こ れ に 準 じ る 健 康 食 品 を 挙 げ る こ と が で き る 。 な お
、 特 定 保 健 用 食 品 （ 条 件 付 き 特 定 保 健 用 食 品 を 含 む ） は 、 そ の 包 装 容 器 な ど に 、 日 本 国 厚
生 労 働 省 が 承 認 ま た は 認 可 し た 機 能 表 示 ま た は 保 健 用 途 の 表 示 を す る こ と が 可 能 な 食 品 で
あ る 。 本 発 明 に お い て 特 定 の 保 健 の 目 的 は 、 抗 酸 化 （ 活 性 酸 素 消 去 ） 、 具 体 的 に は 活 性 酸
素 に 起 因 す る 各 種 疾 患 の 予 防 ま た は 改 善 、 ま た は 抗 動 脈 硬 化 、 具 体 的 に は 動 脈 硬 化 （ 好 ま
し く は ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 ） の 進 展 抑 制 ま た は 改 善 で あ り 、 表 示 の 一 例 と し て 、 「 抗 酸
化 作 用 」 、 「 ラ ジ カ ル 消 去 」 、 「 活 性 酸 素 消 去 」 、 「 Ｓ Ｏ Ｄ 様 作 用 」 、 「 酸 化 を 予 防 す る
」 、 「 動 脈 硬 化 を 抑 制 ま た は 予 防 す る 」 、 ま た は 「 血 液 の 流 れ [血 行 ]を 良 好 に す る 」 な ど
を 挙 げ る こ と が で き る 。 特 定 保 健 用 食 品 は 、 こ う し た 機 能 表 示 が で き る 点 で 、 機 能 表 示 が
で き な い 一 般 食 品 と 差 別 化 を 図 る こ と が で き る た め 、 本 発 明 で い う 食 品 の 好 適 な 一 態 様 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ ３ ） 化 粧 品 組 成 物
　 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 は 、 前 述 の 抗 酸 化 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 は 、 当 該 抗 酸 化 剤 に 加 え て 、 通 常 化 粧 品 に 用 い ら れ る 成 分 、 例 え
ば 精 製 水 、 低 級 ア ル コ ー ル や 多 価 ア ル コ ー ル 等 の ア ル コ ー ル 類 、 油 脂 類 、 ロ ウ 類 、 炭 化 水
素 類 等 の 基 剤 、 な ら び に 保 湿 剤 、 界 面 活 性 剤 、 増 粘 剤 、 紫 外 線 吸 収 剤 、 紫 外 線 散 乱 剤 、 美
白 剤 、 安 定 剤 、 防 腐 剤 、 着 色 剤 、 香 料 等 の 成 分 を 配 合 し て 調 製 す る こ と が で き る 。 そ の 形
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態 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 例 え ば 化 粧 水 、 ク リ ー ム 、 乳 液 、 ゲ ル 剤 、 エ ア ゾ ー ル 、 エ ッ セ ン
ス 、 パ ッ ク 、 洗 浄 剤 、 フ ァ ン デ ー シ ョ ン 、 打 粉 、 各 種 メ ー ク 剤 （ 口 紅 、 チ ー ク な ど ） を 挙
げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 に 配 合 さ れ る 抗 酸 化 剤 の 割 合 も 、 抗 酸 化 効 果 を 発 揮 す る 範 囲 で あ
れ ば 特 に 制 限 さ れ な い 。 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 に 配 合 さ れ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン
酸 の 量 （ 総 量 ） に 換 算 し て 、 通 常 ０ .０ ０ ５ ～ １ ０ 重 量 ％ の 範 囲 を 例 示 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 は 、 そ の 有 効 成 分 で あ る マ ロ ツ シ ン 酸 ま た は マ ロ チ ン 酸 の 活 性 酸
素 消 去 能 に 基 づ い て 、 活 性 酸 素 に よ る ダ メ ー ジ （ シ ミ 、 シ ワ 、 た る み な ど の 老 化 ） か ら 皮
膚 を 防 御 す る 作 用 を 有 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 化 粧 品 組 成 物 は 、 特 に シ ミ
や シ ワ 抑 制 ま た は ア ン チ エ イ ジ （ 抗 老 化 ） 効 果 を 有 す る 化 粧 品 組 成 物 と し て 有 用 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 下 、 調 製 例 、 実 施 例 、 実 験 例 お よ び 処 方 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ
れ ら の 実 施 例 等 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 特 に 記 載 の な い 限 り 「 部 」 と は 「 重 量
部 」 を 、 「 ％ 」 と は 「 重 量 ％ 」 を 意 味 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 　 マ ロ ツ シ ン 酸 の 調 製
　 ア カ メ ガ シ ワ 葉 （ 2.4kg） を ア セ ト ン － 水 混 液 （ 7:3、 容 量 比 ） 中 で ３ 回 ホ モ ジ ナ イ ズ し
、 濃 縮 後 、 エ チ ル エ ー テ ル 可 溶 成 分 を 除 い た 後 、 酢 酸 エ チ ル で 繰 り 返 し 抽 出 し 、 抽 出 液 を
減 圧 濃 縮 し て 乾 燥 総 エ キ ス 100gを 得 る 。 こ の エ キ ス 1.5gを Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ に か け て 、 1-ブ タ ノ ー
ル -酢 酸 -水 （ 4:1:5） で 上 昇 法 で 展 開 し 、 6ｇ ず つ 分 取 す る 。 フ ラ ク シ ョ ン 111～ 150を 纏 め
て 濃 縮 乾 固 し 、 こ れ を 酢 酸 エ チ ル に 溶 解 し て 、 石 油 ベ ン ジ ン を 加 え て 沈 殿 さ せ 、 こ れ を 繰
り 返 し て 無 晶 形 淡 黄 色 粉 末 （ 200g、 マ ロ ツ シ ン 酸 ） を 得 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 得 ら れ た マ ロ ツ シ ン 酸 の 物 性 は 下 記 の 通 り で あ る ：
[α ] 1 5 Ｄ － 65.4° （ c=0.5、 MeOH）
Ｐ Ｃ ： Rf　 0.30（ ７ ％ 酢 酸 ） 、 0.46（ BAW,上 層 ）
Ｕ Ｖ (MeOH)nm（ logε ） ： 221（ 5.00） 、 275（ 4.53）
Ｉ Ｒ (KBr)(cm - 1 )： 1720、 1710（ C=O）
１ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ acetone-d 6 -D 2 O） δ (ppm)： 7.23(2H,s)、 7.18(1/2H,s)、 7.16(1/2H,s)、 7
.14（ 1/2H,s） 、 7.10(1/2H,s)、 6.82(1/2H,s)、 6.77(1/2H,s)、 6.69(1/2H,s)、 6.68(1/2H
,s)、 6.51(1/2H,s)、 6.50(1H,br.s)、 6.21(1/2H,d,J=1.5Hz)、 5.14(1/2H,s)、 4.89(1/2H,
d,J=1.5Hz)、 4.0～ 5.6(H× 5)
Ｃ ４ ８ Ｈ ３ ２ Ｏ ３ ２ ・ １ ０ Ｈ ２ Ｏ と し て の 計 算 値 ： Ｃ 44.31%、 Ｈ 4.03％
分 析 値 ： Ｃ 44.11%、 Ｈ 4.03％ 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 　 マ ロ チ ン 酸 の 調 製
　 調 製 例 １ で 調 製 し た マ ロ ツ シ ン 酸 100mgを メ タ ノ ー ル 2mlに 溶 解 し 、 こ れ に 10％ 酢 酸 水 溶
液 に 溶 解 し た o-フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 30mgを 加 え 、 30分 間 室 温 で 攪 拌 し 、 生 じ た 黄 色 の 沈 殿
を 濾 取 し て 水 お よ び エ ー テ ル で 洗 う 。 こ れ を メ タ ノ ー ル に 溶 解 し 、 ク ロ ロ ホ ル ム を 加 え て
沈 殿 さ せ 、 こ れ を 繰 り 返 し て 、 黄 色 無 晶 形 の 粉 末 と し て 得 る （ マ ロ ツ シ ン 酸 と o-フ ェ ニ レ
ン ジ ア ミ ン の 縮 合 体 ） 。 次 い で 、 得 ら れ た 縮 合 体 600mlを 水 200ml中 で １ 時 間 還 流 す る 。 冷
却 後 、 沈 殿 を 濾 取 し て メ タ ノ ー ル で 洗 浄 し 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン を 添 加 し て 生 じ た 結 晶 物
（ 暗 赤 色 針 状 晶 ） を 除 い て 、 得 ら れ た 母 液 を 約 50ml程 度 ま で 濃 縮 す る 。 こ れ に 活 性 炭 を 加
え て 濾 過 し 、 溶 媒 を 留 去 後 、 残 留 物 を メ タ ノ ー ル に 溶 解 し 、 ク ロ ロ ホ ル ム を 加 え て 沈 殿 さ
せ て 、 白 色 無 晶 形 粉 末 （ 200mg、 マ ロ チ ン 酸 ） を 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】

10

20

30

40

50

(11) JP 2007-254427 A 2007.10.4

調 製 例 １

調 製 例 ２



　 得 ら れ た マ ロ チ ン 酸 の 物 性 は 下 記 の 通 り で あ る ：
Ｐ Ｃ ： Rf　 0.35（ BAW） 、 0.40（ 6％ ,酢 酸 ）
１ Ｈ － Ｎ Ｍ Ｒ （ acetone-d 6 ） δ (ppm)：  7.16(2H,s)、 7.11(1H,s)、 6.82(1H,s)、 6.69(1H,
s)、 6.28(1H,d,J=3Hz)、 5.7～ 5.9(2H,m)、 4.3～ 5.1(2H,m)、 3.9～ 4.1(2H,m)。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 　 マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸
　 ア カ メ ガ シ ワ 生 葉 を 凍 結 乾 燥 し 、 ボ ー ル ミ ル で 粉 砕 後 20倍 容 量 の 精 製 水 を 加 え 、 沸 騰 浴
中 で 30分 間 熱 水 抽 出 し た 。 抽 出 後 、 遠 心 分 離 し て 上 清 と 残 渣 に 分 け 、 残 渣 に は 再 度 10倍 容
量 の 精 製 水 を 加 え 、 前 記 と 同 様 に 熱 水 抽 出 し て 、 上 清 を 回 収 し 、 先 述 の 上 清 と 混 合 し た 。
次 い で 混 合 し た 上 清 を ２ ～ ８ ℃ で 冷 蔵 し 、 水 難 溶 性 成 分 を 沈 殿 し 除 去 す る 操 作 を ２ ～ ５ 回
繰 り 返 す こ と で 清 澄 な 粗 抽 出 液 を 取 得 し た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 得 ら れ た 粗 抽 出 液 （ ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 ） を 、 下 記 条 件 の 逆 相 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ
ィ ー （ 固 相 ： ODSカ ラ ム 、 移 動 相 ： 0.1%ギ 酸 を 含 む 0～ 50%ア セ ト ニ ト リ ル 、 グ ラ ジ エ ン ト
溶 媒 ） を 用 い て 、 254nmに 吸 収 を 有 す る 複 数 の ピ ー ク に 分 画 し た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ＜ HPLC条 件 ＞
　 カ ラ ム ： TSKGEL ODS80TS-QA（ 東 ソ ー 社 製 ）
　 カ ラ ム 温 度 ： 35℃
　 移 動 相 溶 媒 ： Ａ 液 　 0.1％ ギ 酸 含 有 超 純 水
　 　 　 　 　 　 　 Ｂ 液 　 0.1％ ギ 酸 含 有 ア セ ト ニ ト リ ル
　 グ ラ ジ ェ ン ト ： 0％ （ 水 ） 、 20％ お よ び 50％ ア セ ト ニ ト リ ル の ス テ ッ プ ワ イ ズ
　 UV検 出 波 長 ： 254nm。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 20％ ア セ ト ニ ト リ ル の 溶 出 条 件 で 得 ら れ た ピ ー ク 画 分 の う ち 、 抗 酸 化 活 性 （ DPPHラ ジ カ
ル 消 去 能 ） お よ び ポ リ フ ェ ノ ー ル 反 応 （ Folin-Ciocalteu） が い ず れ も 陽 性 の も の を 、 再
度 、 上 記 の 逆 相 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 移 動 相 ： 15%ア セ ト ニ ト リ ル ） に 供 し た 。 得
ら れ た ク ロ マ ト グ ラ ム を 図 １ に 示 す 。 既 報 （ Takuo Okuda et al., Journal of Chromatog
raphy, 171 (1979) 313-320） の 図 １ Ｃ に 示 さ れ て い る マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 の
Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ プ ロ フ ァ イ ル と 対 比 し て 、 各 々 該 当 す る ピ ー ク （ 図 １ 中 、 ピ ー ク １ お よ び ２ ） を
Ｌ Ｃ － Ｍ Ｓ に 供 与 し 、 分 子 量 が マ ロ ツ シ ン 酸 （ M.W.1120） 、 マ ロ チ ン 酸 （ M.W.802） と 一
致 す る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 各 々 の ピ ー ク 画 分 を 上 記 逆 相 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に 複 数 回 供 す る こ と で 、
純 度 90%以 上 の マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 　 抗 酸 化 作 用 の 評 価
（ １ ） 上 記 実 施 例 １ で 調 製 し た マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 を 用 い て 、 各 化 合 物 の 抗 酸
化 活 性 を  、 (i) DPPHラ ジ カ ル 消 去 能 、 (ii)ス ー パ ー オ キ シ ド 消 去 能 、 及 び (iii)抗 Ｌ Ｄ Ｌ
酸 化 活 性 の ３ つ の 観 点 か ら 評 価 し た 。 な お 、 比 較 の た め 、 従 来 よ り 抗 酸 化 作 用 が 知 ら れ て
い る エ ピ ガ ロ カ テ キ ン ガ レ ー ト （ EGCg） （ SIGMA） 、 ル チ ン （ 和 光 純 薬 ） 、 ク エ ル セ チ ン
（ 和 光 純 薬 ） 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 （ ICN Biomedical inc.） 、 エ ラ ジ 酸 （ 和 光 純 薬 ） 、 な ら び
に マ ロ ツ シ ン 酸 等 と 同 様 に ア カ メ ガ シ ワ か ら 得 ら れ る タ ン ニ ン で あ る ベ ル ゲ ニ ン （ 和 光 純
薬 ） に つ い て も 同 様 に し て 抗 酸 化 活 性 を 測 定 し た 。 た だ し 、 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 活 性 に つ い て は
、 エ ピ ガ ロ カ テ キ ン ガ レ ー ト （ EGCg） の み 評 価 し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ ２ ） 評 価 方 法
(i)Ｄ Ｐ Ｐ Ｈ ラ ジ カ ル 消 去 能 の 評 価
　 ０ .１ Ｍ の DPPH（ 1,1-diphenyl-2-picrylhydrazyl） 溶 液 （ 50％ エ タ ノ ー ル 水 溶 液 ） に 各
被 験 化 合 物 を 添 加 し た 場 合 に 、 DPPHラ ジ カ ル を ど の 程 度 消 去 で き る か を 、 吸 光 光 度 法 （ 測
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定 波 長 ： 520nm） で 測 定 し た （ 篠 原 和 毅 ら ： 食 品 機 能 研 究 法 （ 光 琳 ） pp218-220（ 2000） 参
照 ） 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
  具 体 的 に は 、 96穴 マ イ ク ロ プ レ ー ト に 、 50μ Lの 試 料 希 釈 系 列 お よ び Trolox希 釈 系 列 、 5
0μ Lの 200mM MES Buffer(pH6.0)、 50μ Lの エ タ ノ ー ル 、 50μ Lの 800μ M DPPH溶 液 を 加 え 、
室 温 で 20分 間 攪 拌 後 、 プ レ ー ト リ ー ダ ー で 515nmの 吸 光 度 を 測 定 し た 。 試 料 、 Troloxの 濃
度 を 横 軸 、 吸 光 度 変 化 量 を 縦 軸 と し て 回 帰 直 線 を 描 き 、 傾 き を 求 め 、 相 関 係 数 が 0.995以
上 に な る よ う に プ ロ ッ ト を 選 択 し た 。 次 い で 試 料 の 傾 き を Troloxの 傾 き で 割 り 、 試 料 原 液
の Trolox換 算 濃 度 を 求 め た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 表 １ に 示 す 値 は 、 各 試 料 １ mMに 相 当
す る Trolox濃 度 に 換 算 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 (ii)ス ー パ ー オ キ シ ド 消 去 能 の 評 価
　 ヒ ポ キ サ ン チ ン ／ キ サ ン チ ン オ キ シ ダ ー ゼ 系 で ス ー パ ー オ キ シ ド （ Ｏ ２

－ ） を 発 生 さ せ
、 こ れ に 各 被 験 化 合 物 を 加 え た 場 合 に 、 ス ー パ ー オ キ シ ド を ど の 程 度 消 去 で き る か を 、 電
子 ス ピ ン 共 鳴 （ Ｅ Ｓ Ｒ ） 法 で 測 定 し た （ 氏 家 隆 ら ： 食 品 と 開 発 、 31(2),43-46（ 1996） 参
照 ） 。
【 ０ ０ ７ １ 】
 　 具 体 的 に は 、 適 宜 希 釈 し た 試 料 お よ び 検 量 線 作 成 用 SOD（ ス パ ー オ キ シ ド ジ ム ス タ ー ゼ
） 希 釈 系 列 50μ Lに 対 し 、 50μ L の 5mM Hypoxanthine（ ヒ ポ キ サ ン チ ン ） 水 溶 液 、 35μ L 
の 5.5mM DTPA（ Diethylenetriamine-N,N,N’ ,N’ ’ ,N’ ’ -pentaacetic acid） 水 溶 液 、 1
5μ L の DMPO（ 5,5-Dimethyl-1-Pyrroline-N-Oxide） を 添 加 す る 。 50μ L の XOD（ キ サ ン チ
ン オ キ シ ダ ー ゼ ） を 添 加 、 攪 拌 し 、 1分 後 、 ESRを 用 い て 、 O 2

- （ ス ー パ ー オ キ シ ド ア ニ オ
ン ） を 、 DMPO- O 2

- の シ グ ナ ル で 計 測 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 表 の 値 は 、 SOD希 釈 系
列 の シ グ ナ ル か ら 作 成 し た 検 量 線 を も と に 、 各 試 料 1mMに 相 当 す る SOD濃 度 を 換 算 し た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 (iii)抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 活 性 の 評 価
　 蛋 白 質 含 量 20μ g/mLに 調 製 し た LDL溶 液 108μ Lに 、 6μ Lの 適 宜 希 釈 し た 試 料 お よ び 検 量
線 作 成 用 EGCg希 釈 系 列 を 添 加 し て 、 混 和 後 ５ 分 間 放 置 し た 。 6μ Lの 0.1mM硫 酸 銅 水 溶 液 を
加 え て LDL酸 化 を 誘 導 し 、 234nmの 吸 光 度 を 経 時 的 に モ ニ タ リ ン グ し 、 LDL酸 化 の lagタ イ ム
を 求 め た 。 結 果 は 、 EGCg希 釈 系 列 の lagタ イ ム か ら 作 成 し た 検 量 線 を も と に 、 1mMの 各 試 料
の EGCg換 算 濃 度 と し て 示 す 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ３ ） 結 果
　 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸 は 、 従 来 抗 酸 化 剤 と し て 公 知 の 茶 カ
テ キ ン （ EGCg） 、 ル チ ン 、 ク エ ル セ チ ン 、 ク ロ ロ ゲ ン 酸 な ど よ り も 、 顕 著 に 高 い 抗 酸 化 能
を 有 す る こ と が わ か る 。 ま た 、 こ れ ら の 化 合 物 に は 抗 Ｌ Ｄ Ｌ 酸 化 作 用 も あ る こ と が 確 認 さ
れ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 の こ と か ら わ か る よ う に 、 本 発 明 の 抗 酸 化 剤 、 な ら び に こ れ を 有 効 成 分 と す る 各 種
の 組 成 物 は 、 生 体 内 に お け る 活 性 酸 素 な ど の 酸 化 物 質 の 作 用 を 消 去 ま た は 減 弱 化 す る 、 優
れ た 抗 酸 化 作 用 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 下 記 に 本 発 明 の 経 口 組 成 物 の 例 と し て 、 実 施 例 １ で 調 製 し た マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ
ン 酸 を 含 む 粗 抽 出 液 （ ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 ） を 含 有 す る 食 品 の 処 方 例 を 掲 げ る 。 な お 、
当 該 ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 中 に は 、 マ ロ ツ シ ン 酸 が 25％ 、 マ ロ チ ン 酸 が 15％ の 割 合 で 含 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 　   茶 飲 料
　 水 に 、 玄 米 エ キ ス 、 緑 茶 エ キ ス お よ び ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 を 添 加 溶 解 し て 、 下 記 処 方
か ら な る 茶 飲 料 を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 　 　 １ .０ （ ％ ）
　 玄 米 エ キ ス 　 　 　 　 　 　 　 ０ .５ 　 　
  緑 茶 エ キ ス 　 　 　 　 　 　 　 ０ .４ 　
  水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 　 部 。 　 　 　 　
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 　 リ キ ュ ー ル
　 ホ ワ イ ト リ カ ー に ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 を 添 加 溶 解 し て 、 下 記 処 方 か ら な る リ キ ュ ー ル
を 調 製 し た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ .０ （ ％ ）
　 ホ ワ イ ト リ カ ー （ ア ル コ ー ル 度 25％ ） 　 　 残 　 部 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 　 　 ハ ー ド カ プ セ ル 充 填 サ プ リ メ ン ト
　 実 施 例 １ で 調 製 し た ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 （ 粗 抽 出 液 ） を ス プ レ ー ド ラ イ に て 乾 燥 し て
乾 燥 粉 末 を 調 製 し た （ マ ロ ツ シ ン 酸 含 有 量 16％ 、 マ ロ チ ン 酸 含 有 量 4.8％ ） 。 こ れ を 250mg
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、 ゼ ラ チ ン 製 の ハ ー ド カ プ セ ル 基 剤 （ 60mg） に 充 填 し て 、 カ プ セ ル 形 態 の サ プ リ メ ン ト を
調 製 し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ア カ メ ガ シ ワ 粗 精 製 物 （ 乾 燥 粉 末 ） 　 ２ ５ ０ mg
　 カ プ セ ル 基 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ０ mg
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
【 図 １ 】 調 製 例 １ に お い て ア カ メ ガ シ ワ 葉 の 粗 抽 出 液 を 逆 相 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に
か け た プ ロ フ ァ イ ル で あ る 。 ピ ー ク １ お よ び ２ は そ れ ぞ れ マ ロ ツ シ ン 酸 お よ び マ ロ チ ン 酸
の ピ ー ク を 意 味 す る 。 10

【 図 １ 】
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